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Ⅲ 芸術科美術 「『コンピュータ造形』における

インターネットホームページのデザイン」

京都府立亀岡高等学校

教諭 菊池 惠

１ 学校の概要

(1) 教育目標

ア 基本的生活習慣の確立を図り、より良き人格の育成に努める。

イ 一人一人の学習意欲を育て、基礎的・基本的な内容を確実に身につけさせ、学力の充

実を図る。

ウ 進路指導の充実を図り、進路希望の達成を目指す。

(2) 設置学科及び生徒数 （平成９年度）

全日制普通科

第Ⅰ類(各学年８クラス 第１学年 327名 第２学年 311名 第３学年 303名)計941名

第Ⅱ類人文系(各学年１クラス 第１学年 40名 第２学年 39名 第３学年 40名)計119名

第Ⅱ類理数系(各学年１クラス 第１学年 40名 第２学年 40名 第３学年 40名)計120名

第Ⅲ類芸術系(各学年１クラス 第１学年 40名 第２学年 39名 第３学年 39名)計118名

合計1,298名

(3) 普通科第Ⅲ類芸術系について

本校第Ⅲ類芸術系は、京都府立唯一の普通科における芸術系であり、美術、工芸に興

味・関心をもち、将来芸術の様々な分野で活躍できる人材の育成を目指す類型です。その

ため基礎実技と理論の徹底を図るとともに、生徒のニーズに応じて、多様な発想や表現技

法が学べるよう考慮した教育課程を編成しています。卒業後の進路については、毎年多く

の美術系大学、短大、専門学校等への進学を実現するとともに、豊かな専門性を身に付け

た人材を社会に送り出すなど、生徒一人一人の希望の実現に努めています。また芸術棟に

は、ＬＡＮが構築され、映像機器が設置されたコンピュータ教室をはじめ、デザイン実習

室、陶芸染色制作室、油絵制作室など、芸術系専用教室があり、生徒は授業だけでなく、

自らの専門性を高めるため、それらの施設を活用して主体的に課題研究や自主制作に取り

組んでいます。

(4) 第Ⅲ類芸術系教育課程
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２ 研究目的

「コンピュータ造形」という科目は、コンピュータを活用した授業を通して、その他の美

術関連科目と同様に、その学習過程において発想・構想の能力や創造的な表現技能等の諸能

力と高度情報通信社会における情報活用能力の育成を目標としています。

本研究題材である「インターネットホームページのデザイン」においては、デザイン制作

としての各学習過程そのものが、情報活用能力の基本となる内容とほぼ一致するものである

との認識に立っています。その点から本研究では、美術教育を基本に置きながら、同時に情

報教育の視点を踏まえて研究を進めることとしました。

(1) 導入、アイデア発想、構想、制作、作品鑑賞という美術における学習過程を通して、確

かな表現技能だけでなく、発想・構想の能力をはじめとする諸能力の育成を図ります。ま

た、個性豊かで創造的な表現活動となるよう指導・支援する視点に立ち、各学習過程にお

いてコンピュータの活用を図り、基本操作を習得するとともに、表現のツールとしての有

用性についての理解を促します。

(2) 情報活用能力の基本の一つとなる、情報の収集、判断、処理、創造、発信という一連の

能力を、学習過程を通して育成します。

(3) コンピュータによる情報の処理の過程を通して、コンピュータのもつ特性の理解と、そ

の活用における基本的なモラルや責任についての認識を深めさせるとともに、今後の社会

生活におけるコンピュータの役割の重要性について理解を促します。

３ 研究方法

(1) 本研究のベースとなる科目「コンピュータ造形」の年間指導計画に基づき、１学期に

「自分のシンボルマークの作成」や「名刺づくり」の学習を通して、コンピュータのハー

ドウェアやソフトウェアの基本操作等について事前学習しました。

(2) 本題材においては、ビジュアルデザインの学習として、それぞれの学習過程をしっかり

と押さえて計画的に取り組むことと、情報活用能力を主体的に身に付けるための絶好の学

習内容であることを十分徹底した上で、事前学習として、インターネットについての概念

の理解が深められるよう、以下の学習をしました。

ア ＶＴＲ「メディアの今、インターネットホームページ作成」の視聴とインターネット

についての意識調査

イ 京都教育大学でのインターネット体験学習（教育実践研究指導センターにて、宮田

仁 先生との共同プロジェクトとして実施）

ウ ＷＷＷとホームページについてのプリント学習

(3) デザイン制作として、題材の目標や学習過程を十分に理解し、一人一人が主体的に制作

を進められるよう、制作の流れを示したチャートや、ラフスケッチ用紙、ソフトウェアマ

ニュアルなどをまとめた「制作ノート」を活用しました。

(4) 各自の「私のホームページ」のテーマ決定に向け、生徒全員にアンケートを実施して、

その結果を相互に協議しながら、最も意欲的に取り組めるテーマを選択、決定できるよう

工夫しました。

(5) 中間発表会を設定し、各自の制作の経過について発表し、相互評価を通して互いの工夫

に気付き、それぞれの制作に生かせるよう指導しました。最終提出では、各自のホーム
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ページのエッセンスを所見発表し、作品をＬＡＮに載せて自由に鑑賞できるように設定す

るとともに、その鑑賞活動を通してホームページ作成の留意点を具体的に認識できるよう

指導しました。

(6) ホームページ作成の学習過程
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４ 研究内容

(1) 各自のテーマや表現内容の決定においては、事前学習を踏まえて、ホームページの概念

を押さえながら、自分の思いだけで考えるのではなく、「相手（情報の受け手）のことを

考える」という、マルチメディア社会における基本的な視点を強調しました。また、どん

な情報を知りたいかについてアンケート調査し、協議しながら、自らが意欲をもって取り

組めるテーマや表現内容が決定できるよう工夫しました。

(2) 主体的に制作が進められるよう、試行錯誤できるゆとりをもった計画を立てることを基

本とし、発想・構想の能力が十分に発揮できるよう、特に留意しました。４ページのリン

ク図の構成とラフスケッチによる構想にじっくり時間をかけ、個性を十分に生かすよう、

一人一人のよさを尊重しながら、個別指導による指導・支援を心がけました。

(3) 情報の収集においては、まず各自のテーマに即した多様な生の情報を、できるだけ多く

収集することを基本としました。学校という狭い枠の中で収集するだけではなく、目的物

を現地に行ってデジタルカメラに収録する、直接見て触れて感じ取る、専門家から話を聞

く、パンフレット等のデータを整理する、図書館に出かけて詳細を調べるなど、様々な方

法で情報収集することを強調しました。生徒にとっては、情報ソースを互いに交換しなが

ら、積極的に情報収集に取り組み、その中からどれがテーマにあったものかを考える活動

は、多様な生の情報の中から、本当に自分に必要な情報を選択・判断する能力を育成する

ことになります。さらに、選択した情報を自分自身の使いやすいように処理する方法を考

えることは、楽しい主体的な活動であり、制作への意欲を膨らませることにもつながりま

した。

(4) 情報の処理及びその入力においては、ラフスケッチを重ねながら少しずつ具体的になっ

ていくイメージに従って、選択した生の情報をどのように処理するのが適切なのか、判断、

決定していくことが特に重要です。そのためには、テキストデータや画像処理の方法に精

通しておくことが必要となるため、一人一人の生徒の理解の状況に応じ、個別に指導しま

した。それぞれの情報が自分のものとなるよう処理する作業は、写真の処理やイラスト画

像の作成、色彩の修正やサイズの拡大縮小など、コンピュータの機能をフル活用し、何度

も試行錯誤しながら進める面倒な作業となりました。しかし、苦労して処理した情報をも

とに、モニター上で各ページを構成しながら、納得のいく画面につくり上げていく過程は、

楽しく個性豊かに創造性を発揮できる場となります。生徒には作業の大変さはあるものの、

従来の手で描く表現とは異なり、目の前で時々刻々と自分の表現が変容し、作品として完

成していくのを体験できる、充実した学習となりました。

また、この活動の中で、作成者のモラルや法的な責任について、生徒の扱った情報の具

体例をもとに指導しています。

なお、情報の処理や画面への入力方法及び環境等については、制作ノートを活用して、

一斉及び個別の学習を通して指導しました。概要は次のとおりです。

ア インターネット上でのテキストデータ及び画像データの使用ルールの理解

半角カタカナの使用禁止、タイトルの文字数制限、配置画像のデータ量とファイル形

式等

イ 主たる画像入力の方法……デジタルカメラ、反射原稿のスキャナによる取り込み
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データ加工、ファイル形式の変更……Adobe Photoshop(R)4.0J（アドビシステムズ

社）

ウ 編集……Adobe PageMill2.0J（サウンドは使用禁止）（アドビシステムズ社）

エ イラスト……作成：クラリスワークス4.0（クラリス社）

ファイル形式変更：Adobe Photoshop(R)4.0J

オ アニメーション……イラスト作成画像処理後：GifBuilder0.5（Yves Piguet所有）

(5) インターネット活用における制作者のモラルと自己責任の考え方については、主に情報

収集の方法や、入手した情報の取扱いとその処理作業等を通して指導しました。それらは

視覚伝達デザインとして押さえるべき内容でもあり、知的所有権や肖像権、個人情報の保

護などについて、具体的に理解できるよう、一人一人の生徒の状況に応じて指導しました。

(6) 中間発表会を実施し、相互評価や自己評価を通して後半の制作に生かせる機会としまし

た。そこでは、モニターをはじめ、０ＨＰや自作プリントを活用して、作成の経過や現状

についての発表を行いました。また、作品提出後には、各自のホームページのエッセンス

について所見発表する最終発表を実施しました。これらの発表会は、デザイン制作におけ

るプレゼンテーションの学習として位置付けたものです。

完成作品の提出については、ＬＡＮ上のＷＷＷサーバにデータを載せ、ブラウザを使っ

て生徒がいつでも自由に鑑賞できるように設定しました。互いの作品とその制作過程を鑑

賞することで、ホームページ作成の留意点についてより具体的に認識することができ、イ

ンターネットについての概念を一層現実的に理解できる有効な学習となりました。

５ 研究成果

事前学習として行ったＶＴＲの視聴や京都教育大学でのインターネット体験により、新し

いマルチメディアの現状を知り、今後、必ず実社会で広く活用されるものであるということ

を実感することができました。また生徒自身が、将来自分の仕事等にも具体的に関連してく

るものであるとの自覚をもったことで、インターネットホームページの作成について、より

具体的にイメージを膨らませ、制作意欲を高めることになりました。

自分の興味・関心に応じたテーマの決定、主体的な情報の収集・選択、自分の伝えたい内

容を効果的に伝達するための文字や画像の処理の工夫、ホームページによる自己情報の発信

という一連の学習過程を、試行錯誤しながらも、順を追って確実に体験することができまし

た。情報の収集、判断、処理、創造、発信という情報活用の基本的なプロセスの実体験を通

して、機器活用などの情報を活用する実践的な能力だけでなく、本当に自分に必要な情報を

適切に選択する能力や、情報を取り扱う上でのモラルや自己責任についても具体的に理解、

習得できたものと考えます。

さらに、デザインの学習として、その制作過程を確かめながら、主体的、計画的に制作が

進められたことは、美術の学習の基本となる、学習活動の個別化と学習内容の個性化をより

一層深めることができた点でも有効でした。生徒の反応も、ただ新たな技法を習得したとい

うことだけでなく、主体的な判断や工夫が十分生かせたことから、それぞれの作品完成にお

いて、大きな充実感を味わえたようです。

コンピュータグラフィクスや映像専用のアプリケーションソフトにはプロが使用するよう

な専用のものがあり、大学や専門学校等でも活用されつつあります。今回、あえて汎用性の
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高い一般的なソフトウェアを使用したことは、操作が簡単で自由に使いこなせる上、生徒の

柔軟な発想と思考が生かされ、結果としてよかったと考えています。

次に、生徒の授業後のアンケートから、感想を紹介します。

◇ 「まったく興味がなかったが、授業でやっていくうちに、新聞にのっているのとかも目

を通すようになった。自分でホームページをつくったりして、大変やけど楽しいし、そん

なすごく難しいわけでもないやん、と硬かったイメージを柔らかくもてるようになった。

これからも、機会があればやってみたい。」

◇ 「マークをつくったり、カレンダーをかいたりした。つくるのはコンピュータですぐ描

けるけど、頭を使ってデザインを考えることに苦労した。すぐ色をつけられたり複製でき

たりして便利だ。」

◇ 「ホームページをつくることが、どれだけ大変かわかった。講習で見てインターネット

は手軽に情報を見ることができ、とても便利だと思うけど、いろんな問題もあることがわ

かった。」

◇ 「自分でホームページをつくれて、よい経験をした。合評でも鍛えられたと思う。きっ

と何かに役立ちそう。よく頭を使いイメージを膨らませられたのがよかった。」

◇ 「思ったよりできることが多かった。画像処理でも普通のパソコンのソフトであそこま

でできるとは思っていなかった。」

６ 今後の課題

(1) 今回は、あくまでホームページの作成をデザイン制作という視点を中心に学習しました

が、実際にホームページを開設し、情報を発信することを前提とする場合、作品の中には

モラルや自己責任等の点で課題となる部分もありました。授業では、モラルや知的所有権、

肖像権等に関して、次々と新しい課題が現れて、難しい指導場面も多くなると考えられま

すが、生徒がそれらの問題に前向きに取り組むことにより、情報化の影の部分への認識を

深めることにつながると考えます。

(2) 美術におけるコンピュータ活用の視点からは、コンピュータの機能の特性を十分認識し、

これらを有用な魅力あるツールとして、様々な制作過程で積極的に活用することは当然で

すが、さらに今後は、アニメーションや３Ｄ映像等のマルチメディアに直接表現される、

より高度で多様な表現についても、美術の学習で扱う題材、作品そのものとして、幅広く

とらえていかなければならないと考えます。従来の作品の概念にとらわれず、表現の可能

性、すばらしさを広げるものであるとして、前向きに考えるべきでしょう。

(3) 生徒が、油絵やポスターなどの直接作者の手を通して表現される作品について、その表

現としてのよさ、おもしろさを見直すとともに、コンピュータを活用した作品との相違点

と共通点について十分に認識を深め、相互の特性をどう生かせばよいか、表現者の立場か

ら模索することも大切です。

(4) 日進月歩のハードウェアやソフトウェアの開発に対し、どのように対応すべきか、いろ

いろな考え方があるでしょうが、必ずしも常に最先端のものを求め続ける必要はないと考

えます。次々に出現するであろう新たなハードウェアやソフトウェアを活用して教材化を

図ることも大切ですが、一人一人の教員が明確なねらいをもった個性的な教材となるよう、

今あるものを使い込みながら工夫改善していくことはさらに大切な視点だと考えます。
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７ 題材の指導計画

芸術科美術における題材指導計画

京都府立亀岡高等学校

教諭 菊池 惠

講師 河原 久美子

１ 科 目 「コンピュータ造形」

２ 題 材 名 「わたしのホームページ」 ＜インターネットホームページのデザイン＞

３ 対象生徒 普通科第Ⅲ類 ３年１組の選択者 ２０名

４ 実施計画 第２学期 ２８時間

５ 題材観

最近のコンピュータを取り巻く技術の進展は、ハードウェア、ソフトウェアともに著しく、

複雑で大量の情報の処理を瞬時に行うものとして、また、非常に容易な操作で、誰にでも手

軽に扱えるものとして、現代社会の中で様々な機能を果たすようになってきた。一方、若い

世代にとってのコンピュータは、ゲームソフト等での遊びを通してかかわりをもちはじめる

場合も多く、表計算やワープロ、グラフィック等の機能をもつ有用な情報機器というより、

気軽で楽しい遊びの道具といったイメージが強い。また、近年急速に普及してきたインター

ネットは、現代生活において有効で楽しい情報の受発信手段として身近な存在となってきて

いる。

インターネットのホームページ作成は、美術の自己表現ができる魅力的な内容をもち、取

り組んでみたい題材であると考える。一人一人が自分のホームページをつくることを通して、

社会的な視点で表現をとらえ、それぞれの豊かな感性によって情報に対応し、活用していく

能力も育成できるものと考える。またその際、知的所有権、個人情報の保護など高度情報通

信社会におけるモラルや法的な責任についても、十分指導したいと考える。

６ 生徒観

「コンピュータ造形」は、３年生における「リーディング」との選択による講座である。

生徒は、本当に興味・関心をもって選択した者と、余り深く意識せずに選択した者とがいる

が、ほとんどの生徒はコンピュータを扱った経験はないという状況である。

全体としては、大きな主題から、自分自身のテーマを自由に考え主体的に決定したり、適

切な資料を幅広く収集することなどにはどうしても時間がかかってしまう傾向が見受けられ

る。しかし、自らのテーマや制作の方向、プロセスについて見通しをもつことができれば、

積極的に制作を進め、納得のいくところまで努力することができる生徒である。
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７ 題材目標

(1) 生徒自らが、主体的、計画的に学習に取り組み、一人一人の個性を十分に発揮しながら、

制作のすべての過程を通して美術における諸能力、特に表現に対する関心・意欲・態度を

養う。 （関心・意欲・態度）

(2) 自分のテーマに適した資料・情報を収集、選択するとともに、それらを処理、構成して

自らの確かな表現となるよう工夫し、発想・構想の能力を養う。 （発想や構想の能力）

(3) 「私のホームページ」という題材を通して、情報の収集、判断、処理、創造、発信とい

うプロセスを学習し、情報活用の基本的な能力を養う。

（発想や構想の能力・情報活用の実践力）

(4) ホームページのデザインとして、また大きくは視覚伝達デザインとして、受け手の立場

を十分考えた表現となるよう工夫し、豊かで創造的な表現技能を身に付ける。

（創造的な表現の技能）

(5) 鑑賞や相互評価、自己評価を通して、それぞれの制作過程における課題を発見し、より

よくなるよう工夫するとともに、他者の作品やその制作過程での工夫にも気付き、そのよ

さを認め、尊重する態度を養う。 （鑑賞の能力）

(6) インターネットの概念について理解するとともに、制作を通して現代社会におけるイン

ターネットホームページの役割やその活用の方法を習得し、高度情報通信社会に生きる情

報活用能力を身に付ける。 （鑑賞の能力・情報活用能力）

８ 使用ハードウェア及びソフトウェア

＜ハードウェア＞

・パーソナルコンピュータ ７台 ・デジタルカメラ ３台 ・イメージスキャナ

・ＯＨＰ ・カラープリンタ ・モノクロレーザープリンタ

＜ソフトウェア＞

・ホームページ作成：Adobe PageMill2.0J ・アニメーション作成：GifBuilder0.5

・テキスト入力、画像作成：クラリスワークス4.0J

・鑑賞用ブラウザ：Netscape Navigator（ソフトウェアジャパン社）

・スキャナ入力時：Adobe Photoshop(R)4.0J

９ 学習指導の展開
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